
 

 

 

令和２年度 

劇場・音楽堂等機能強化推進事業 

（地域の中核劇場・音楽堂等活性化事業） 

成果報告書 

 

 

団 体 名 公益財団法人札幌市芸術文化財団 

施 設 名 札幌市民交流プラザ 

助 成 対 象 活 動 名 公演事業・人材養成事業 

内定額(総額) 19,219 （千円） 

 

公 演 事 業 12,446 （千円） 

人材養成事業 6,773 （千円） 

普及啓発事業 0 （千円） 

 

 

 

 



 

（１）令和２年度実施事業一覧【公演事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 

1 Creative Opera Mix 

令和３年３月 13 日(土）、14 日(日) 
オペラをテーマとする実演芸術作品を札幌
在住の出演者、制作者により創作。 
出演：SHOKO（振付、出演）、福由樹子（編曲、
ピアノ）、DJ TAMA a.k.a. SPC FINEST（編
曲・ＤＪ）、川島沙耶（ソプラノ）ほか 

目標値 227 

クリエイティブスタジオ 実績値 240 

2 Noism Company Niigata 

－ 

※新型コロナウイルスの影響により中止 

目標値 270 

－ 実績値 － 

3 

hitaru のひととき ～

華麗なるディーヴァの

競演～ 

令和 3年 3月 11 日(木) 日本を代表するソプラノ歌手及びジャズヴ
ォーカリストによるライブコンサート。 
出演者：ケイコ・リー（ジャズヴォーカリス
ト）、森 麻季（ソプラノ）ほか 

目標値 1,220 

札幌文化芸術劇場 実績値 699 

4 
hitaru のひととき ～

宇宙への招待～ 

－ 

※新型コロナウイルスの影響により中止 

目標値 1,150 

－ 実績値 － 

5 

hitaru のひととき ～

ANUNA 神秘のケルティ

ック・コーラス～ 

－ 

※新型コロナウイルスの影響により中止 

目標値 1,150 

－ 実績値 － 

6 地点「だれか、来る」 

令和 3 年 1月 15 日(金)、16 日(土) 劇団「地点」による演劇公演。 
演出：三浦基 
出演：地点 

目標値 262 

クリエイティブスタジオ 実績値 182 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

  



（２）令和２年度実施事業一覧【人材養成事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 

1 
青少年向けバレエ鑑賞事

業 

令和 2年 10 月 1 日（水）～ 

10 月 31 日（土） 

札幌市内の中学 2 年生男女を対象にオ
ンライン配信による鑑賞事業。 
出演：チャイコフスキー記念 東京バレ
エ団 

目標値 2,200 

参加校各校 実績値 473 

2 
アートコミュニケーター

育成事業 

令和 2 年 4月 1 日～ 

令和 3 年 3月 31 日（通年事業） 

活動内容：「情報発信」「ワークショップ
の企画立案」「鑑賞サポートプログラム
の実施」「自主企画の運営」 
講座講師：伊藤達矢、青木将幸、福住廉
ほか 

目標値 20 

札幌文化芸術交流センター 実績値 46 

3 大学連携コンサート 

令和 2年 8月 4日（火）/ 

10 月 26 日 (月） 

(1)大学連携コンサート北海道教育大
学「日本の四季に耳を澄ませて」                              
(2)大学連携コンサート札幌大谷大学
「繋がる作曲家たち」 
出演者:札幌大谷大学・札幌大谷大学短
期大学部、および北海道教育大学岩見
沢校の学生 

目標値 400 

SCARTS コート 実績値 163 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

  



（３）令和２年度実施事業一覧【普及啓発事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 

1  

 

 

目標値  

 実績値  

2  

 

 

目標値  

 実績値  

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

  



２．自己評価 

（１）妥当性 
自己評価 

社会的役割（ミッション）や地域の特性等に基づき、事業が適切に組み立てられ、当初の予定通りに事業が進め

られていたか。 

以下の基本姿勢、実施体制により妥当性の高い事業作りに取り組んだ。 

■社会的状況への対応（ミッションの説明）：札幌市の文化政策・条例を出発点に、当施設のミッションを策定 

（１）「札幌市民交流プラザ条例」第 1条（設置目的）に対応したミッション 

施設設置目的「文化芸術活動及び生涯学習の振興並びに人々の来訪及び交流の促進を図り、もって市民の創

造性を育むとともに、市民生活の質の向上を実現するほか、地域のにぎわいの創出に寄与するため」とされ、

目的達成にかかるミッションとして「良質な文化芸術の提供と北海道発の文化芸術の創造」「文化芸術の水準を

高める拠点としての役割」「今後の文化芸術を担い、支える人材の育成」等、６項目を掲げている。 

（２）ミッションを達成する「札幌文化芸術基本計画（第 3期：計画期間 2019-2023）」に立脚した事業を構築 

・施策 1-1「多様な文化芸術に親しむ機会の提供」・・・あらゆる人の多様な価値観の尊重・にぎわいの創出 

・施策 1-2「文化芸術のための施設の活用等」・・・・・地域コミュニティの創造や再生・市民の創造性喚起 

・施策 2-2「アーティスト等のステップアップ促進」・・地元の個人・団体がステップアップするための支援 

■適切な事業の組み立て：複層的な検討体制により、多方面のニーズ把握と妥当性の高い事業を実現 

（１）評議員会、理事会・・・・・・・財団全体の総合的な経営方針について決議 

（２）市民交流プラザ運営協議会・・・当施設の運営方針について意見・評価を取り入れ 

（３）事業専門委員会・・・・・・・・実施各事業への専門的助言を委員会開催により取り入れ 

（４）政策推進連絡会・・・・・・・・札幌市と連携関係を保ち、文化政策に基づく適切な施設運営に繋げる 

■安定的かつ質の高い事業実施：高質なサービス実現を図るため、業務ごとに専門性の高い企業と連携（主な例） 

（１）舞台・音響・照明・・・・北海道ステージアートアライアンスによる専門的かつ効率的な舞台制作 

（２）場内案内・安全誘導・・・サントリー・パブリシティ・サービスによる洗練された場内案内 

■新型コロナウイルスによる影響： 

 中止：事業番号 1-2、4、5（いずれも道外からの出演者招聘が不可能となったため） 

 オンライン配信に変更：事業番号 2-1（道外からの出演者招聘が不可能となったため） 

助成に値する文化的、社会的、経済的意義等が継続して認められるか。 

◆地域の福祉・教育との連携：各施設・機関との連携による地域に根差した事業の実施 

地域アートコミュニケーターによる鑑賞と評価（事業番号 1-1）／市教委との協働事業（事業番号 2-1）／地域

アートコミュニケーターの育成（事業番号 2-2）／協定大学との連携によるコンサート開催（事業番号 2-3） 

◆社会包摂の視点：青少年の育成、障がいを持つ方や育児世代が参加しやすい環境作り 

25 歳以下特別料金の設定（事業番号 1-1、3、6）／車いすの貸出及び鑑賞席の整備（事業番号 1-1、3、6）／

青少年対象の舞台芸術鑑賞事業（事業番号 2-1）／文化芸術を通した多様な人々の学びの場（事業番号 2-2） 

◆地域活性化の視点：地元企業との連携や、広場的空間を活用した賑わいの創出 

 地元テレビ局の協力による有料アーカイブ配信の実施（事業番号 1-1）／様々な人が行きかうスペースである

SCARTS コートでの無料コンサートの実施（事業番号 2-3） 

◆関心層の掘り起こしと育成：公演等に付随し、地域住民の関心をより一層高める取り組み 

 様々な分野の地元芸術家により創作した内容により相互のファンに魅力を訴求（事業番号 1-1）／ジャンルを

超えた国内トップクラスアーティストの共演ライブの実施（事業番号 1-3）／青少年への訴求（事業番号 2-1） 



（２）有効性 
自己評価 

目標を達成したか。 

各指標に対する達成状況 

■公演事業「創造性の育み」 （目標：定量評価：主催事業アンケート回収率 16.7%） 

 達成：48.9%（令和２年度 12 事業平均）目標値を大きく上回った要因に、運営改善（呼びかけ・オンラインア

ンケートの実施・筆記用具の全員配布等）のほか、文化事業の減少による観客の熱意の高まり等が想定される。 

■公演事業「包摂的機能」  （目標：定量評価：主催事業アンケート回答者年代 10 代～30代 21.3%） 

 達成：29.5%（令和２年度 12 事業平均）若者に人気の映画系事業や、地元に生徒を持つダンサーや音楽家の出

演のある事業において生徒世代の流入が多かったことが特筆される。その他、演劇系事業も若者世代の参加率が

比較的高水準の結果となった。 

■公演事業「中核劇場としての魅力発信」（目標：定量評価：市民交流プラザメンバーズ会員数 28,066 人） 

達成：28,856 人（令和３年３月 31 日現在）主催事業の先行発売や公演情報の提供等の会員特典が好評され手

堅く会員数を伸ばすことができた。 

■公演事業「新たな価値の創造・発展」（目標：定量評価：主催事業アンケート内容満足度「まあ満足」以上 90%） 

達成：94.3%（令和２年度 12 事業平均）公共劇場ならではのラインアップにより、また地域に根差した付加価

値を追求しながらニーズの高い主催公演を実施したことにより高い満足度を達成することができた。 

■公演事業「都市ブランドの向上」（目標：定量評価：主催事業アンケート回答者住所「札幌市内」以外の合計値

19.2%） 

未達：14.0%（令和２年度 12 事業平均）市外（道内）からの流入は昨年から大きく減ることはなかったが、コ

ロナ禍による旅行控えが強く影響し道外からの流入が激減したためと思われる。 

■人材養成事業「多様な市民の豊かな感性の育み」（目標：定量評価：事後アンケート内容満足度「まあ満足」以

上 90%） 

 未達：82.8%（令和２年度２事業平均）大学連携コンサートに関しては、実施したうちの１回で満足度 100%に

なる等、高水準の形となったが、青少年向けバレエ鑑賞事業において、新型コロナウイルスの感染拡大防止にか

かり配信による実施としたことにより、劇場に足を運び目にした方々からの反響である前回実施までの実績値に

立脚する目標値に対し、低い満足度の結果となったもの。 

■人材養成事業「次代の担い手の育成」（目標：定性評価：事前/事後アンケート比較調査・フォローアップ） 

 今回、新型コロナウイルスの影響により例年よりも開催の決定にかなり時間がかかり、急遽配信による実施と

なったことから事前アンケートが実施できなかったが、事後アンケートの内容から以下の通り考察する。①「舞

台芸術活動を行ったり、習ったりしたこと」が「ない」と答えた生徒は 80%。②舞台芸術を鑑賞したり自らやる

こと」を「ある程度大切」あるいは「非常に大切」と答えた生徒は 76%。当該アンケートの回収率が 100%である

ことと上記①、②より、鑑賞者の過半数（最低 56%）の生徒が実際に舞台芸術活動を行ったり、習ったりはして

いないが、活動の価値を感じている。③自由筆記欄の回答は「心に残った」「感動した」「興味をもった」「美しか

った」に類する、心情的・肯定的な内容が大半を占めている。これらのことから、舞台芸術活動に目を向ける端

緒を開く機会として、次代の担い手の育成に寄与できたものと考えられる。 

■人材養成事業「文化芸術と社会をつなぐ市民の拡大」（目標：定量評価：事業応募者数 2,121 人） 

 未達：453 名（事業番号 2-1 応募者数）急遽配信実施となったことにより、各学校の教育スケジュールにおい

て組み込んでいただくことが難しくなったことが大きな原因と考えられる。 

 



（３）効率性 
自己評価 

アウトプットに対して、事業期間が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

アウトプットに対して、事業費が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

◆事業期間◆  

番号 計画当初の事業期間 確定した事業期間 評価 乖離 

1-1 令和 3年 3月 13 日（土）、14 日（日） 令和 3 年 3月 13 日（土）、14 日（日） 適切 無し 

1-2 令和 2年 7月 2 日(木)、3 日（金） 中止※ 適切 有り※1 

1-3 令和 3年 3月 11 日（木） 令和 3年 3月 11 日（木） 適切 無し 

1-4 令和 2年 9月 19 日（土） 中止※ 適切 有り※1 

1-5 令和 2年 11 月 23 日（月・祝） 中止※ 適切 有り※1 

1-6 令和 3年 1月 15 日（金）、16 日（土） 令和 3 年 1月 15 日（金）、16 日（土） 適切 無し 

2-1 令和 2年 9月 2 日（水） 令和 2年 10 月 1日（木）～30 日（金） 適切 有り※1 

2-2 通年 通年 適切 無し 

2-3 通年で 2 回開催 令和 2年 8月 4 日（火）、10 月 26 日（月） 適切 無し 

◆事業費◆ 

番号 収支予算（千円） 収支決算（千円） 
評価 乖離 

収入 支出 収入(予決差) 支出(予決差) 

1-1 490 10,687 525(35) 8,056(2,631) 適切 有り※2 

1-3 3,630 4,567 1,807(▲1,823) 3,470(1,097) 適切 有り※1 

1-6 1,015 3,513 608(▲407) 2,785(728) 適切 有り※1 

2-1 0 18,559 0(0) 1,628(16,931) 適切 有り※1 

2-2 0 1,300 0(0) 1,371(▲71) 適切 無し 

2-3 0 576 0(0) 453(123) 適切 無し 

◆入場者数◆ 

番号 想定入

場者数 
想定の根拠 目標達成にかかる主な戦略 

入場・参加者数 

(有料入場者数) 
評価 乖離 

1-1 227 入場者率 65% 出演者による宣伝、低い料金設定 240(225) 適切 無し 

1-3 1,220 入場者率 72.3% 市内各施設での広報、低い料金設定 699(607) 適切 有り※1 

1-6 262 入場者率 74.8% 
市内各施設での広報、市内演劇団体

への広報 
182(167) 

適切 
有り※1 

2-1 2,200 前年度実績 教育委員会との連携告知 473(0) 適切 有り※1 

2-2 20 前年度実績 鑑賞レポートの公開、説明会の実施 26(0) 適切 無し 

2-3 400 前年度実績 市内各施設での広報、大学との連携 163(0) 適切 有り※1 

※1 新型コロナウイルスの影響によるもの 

※2 舞台監督費、舞台費（照明・音響・映像等）において部内リソースを活用し縮減したため 

 



（４）創造性 
自己評価 

地域の文化拠点としての機能を最大限に発揮する優れた事業であった（と認められる）か。 

■視点１ 当施設が地域の文化拠点としての機能を発揮するための資源について 

 当施設では、文化芸術の事業実施に係り、以下の通り人材、施設、安全管理面の各資源を活用し取組を進めた。 

（１）人材面の資源：専門的人材との連携・協働体制を構築するネットワーク 

 ア 各分野の専門家からなる事業専門委員会及び芸術アドバイザーの設置 

    幅広い分野の専門家（アートディレクター、大学教授、公共ホール関係者、音楽評論家等）からなる事

業専門委員会を組織し、札幌市民交流プラザの運営全般について幅広く意見交換し事業を推進。また、国

内トップクラスの指揮者 尾高忠明氏を芸術アドバイザーに起用し、専門的見地からの助言を得る。 

 イ 豊富な経験・技術を持つ専門的人材の舞台技術部長としての起用 

    新国立劇場にて９年間舞台技術部長を務めた伊藤久幸を当施設の同職として起用している。 

ウ 芸術的評価が高く、影響力の強い実演芸術団体との継続的な連携 

    事業専門委員との連携体制に加え、事業番号 1-1 では道内のストリートダンスに影響力の強いダンスス

タジオマインド、事業番号 1-6 では国際的に評価される劇団である地点と密な連携を図り、実施。 

（２）施設面の資源：人々の交流促進やまちづくりに貢献する芸術文化の拠点 

 ア ニーズに合わせ、多様な演出が可能な施設 

2,305 の客席と多面舞台、先進的な舞台機構を備える劇場と、劇場舞台と同面積を持ち 175 席の移動観

覧席を備えるクリエイティブスタジオにより、幅広い分野・演出内容の公演事業が実施可能。 

 イ すべての人に開かれたアートを作る文化芸術交流センターSCARTS 

    札幌市図書・情報館やレストラン及びカフェといった利用者の多い施設が同居する当施設の低層階に位

置し、オープンスペースや中小のスタジオ、ミーティングルーム等を備える、地域の文化芸術の中心的な

拠点。文化芸術に関する情報の発信や市民の創造的活動の支援も行っている。 

（３）安全管理面の資源：防災・安全管理計画整備と、それに基づく危機管理体制の整備 

    消防計画及び危機管理規定を整備し、災害時に迅速かつ的確な対応ができるよう職員の教育・訓練を実

施。新型コロナウイルスの感染対策としては、全国公立文化施設協会、クラシック音楽公演運営推進協議

会、緊急事態舞台芸術ネットワークの各団体によるガイドラインを参照するとともに、北海道・札幌市の

実施基準を遵守した内容を実施。地元アートディレクター等との協働によるデザイン性の高い館内表示

や、様々な予防策を盛り込んだテストコンサートの実施等、施設独自の感染対策についても実施。 

■視点２ 上記資源を活用し、当施設の機能を最大限に発揮した事業を実現 

（１）札幌の文化芸術資源と当施設の強みを掛け合わせた、新たな創造活動 

    地元の文化芸術資源と実演芸術家の能力を結集した事業として、事業番号 1-1 では、クラシック歌手や

ＤＪ、ダンサー等、幅広い実演家を起用し、複数分野の融合に取り組んだ。 

（２）訴求力の高い大型公演事業に、当施設ならではの要素を追求し実施 

    事業 1-3 では国内トップ歌手の初の共演公演に取り組んだ。事業番号 2-1 は感染拡大の影響により配信

による実施となったたが、東京バレエ団のトップクラスの舞台芸術だけでなく劇場の魅力も十分に伝える

内容とする映像教材を制作し実施した。 

（３）国内外で評価が非常に高い演出家・劇団による公演の実施 

    カイロ国際実験演劇祭ベスト・セノグラフィー賞、文化庁芸術祭新人賞、京都市芸術新人賞等数多くの

受賞歴を持つ演出家、三浦基が代表を務める劇団である地点を招聘し公演を実施。 



自己評価 

地域の実演芸術等の振興など、地域の文化芸術の発展につながった（と認められる）か。 

◆以下の通り事業を推進し、地域の文化芸術の発展に繋げることが出来たと考えられる 

１ 地域の文化芸術のニーズの把握方法について 

   札幌市では、市民感覚での幅広い視点で文化芸術施策の評価を行うため、市民、アーティスト等、文化芸 

術団体等による「札幌文化芸術円卓会議」と、市民の活動内容・ニーズを把握するための「文化芸術意識調 

査」を継続的に実施している。当該調査の分析により札幌市では札幌市文化芸術基本計画（第 3期）を策定 

しており、当該計画は、当施設が事業計画を策定する上での考え方の柱としている。 

２ 地域の文化芸術発展にかかり注力した事項について 

   札幌市文化芸術基本計画（第 3期）において、「今後注力すべき事項」として提言する各事項に従って事業 

計画を策定している。このたびの採択事業と特に関連する事項及びその対応状況は以下の通り。 

（１） 文化芸術の持つ包摂的機能の浸透 

老若男女、社会的状況、障がいの有無や国籍等に関わらず、多様な市民がそれぞれのニーズのもと文化

芸術の鑑賞活動を享受できる環境の整備と、多様な文化芸術公演の実施に注力した。 

ア 幅広いジャンルの主催事業（オペラ、バレエ、演劇、ジャズ、ダンス、レクチャー等） 

イ 車椅子席、U-25 席、社会包摂サービスの取り入れ 

   車椅子席（事業番号 1-1、1-3、1-6、2-2）   U-25 席（事業番号 1-1、1-3、1-6） 

ウ 来場者アンケートの実施による多様なニーズの把握と分析 

   公演系全事業にて実施。今後の改善点等について検討 

（２） 市民の創造性を育む拠点としての札幌市民交流プラザの活用 

 文化芸術の魅力を市民に広く紹介し、文化芸術への関心を高め、文化芸術の当事者、積極的に関わる人

を増やしていくことを目的に、当施設の設備やスタッフ等の資源を最大限活用した事業実施に注力した。 

 ア 施設設備を活用した、常勤の技術スタッフによる事業実施（事業番号 1-1） 

 イ 様々な普及・育成イベントの実施（事業番号 1-1、2-1、2-2、2-3） 

（３） 関連する他の分野との連携による新たな価値の創造・発展 

 様々な分野との連携による事業実施と、それによる賑わい創出・地域活性化に注力した。 

 ア 札幌市図書・情報館との連携 

    札幌市図書・情報館と連携し、主催事業の理解を深めるための特設コーナーを設置。劇場の取組 

みを道民、市民に幅広く伝えた。（補助対象事業としては事業番号 1-1、その他にも複数実施） 

 イ 教育機関との連携 

    札幌市教育委員会との連携による事業番号 2-1、大学との連携による事業番号 2-3 を行った他、 

事業番号 1-1 では当日プログラムの内容考証に大学教授に参画いただいた。 

 ウ HTB 北海道テレビ放送株式会社との連携 

    HTB 北海道テレビ放送株式会社と連携し、有料配信事業を実施（補助対象事業の中では事業番号

1-1）。事業番号 1-1 配信事業の SNS 広告では延べ約 42 万件の閲覧を得ることができた。視聴者数

は 132 と想定よりも振るわなかったが、鑑賞者獲得のコストパフォーマンスとしては悪い結果で

はないことが分かり、事業の認知を広げ普及を図る取り組みとして、今後は改善に努めていく。 

 



（５）持続性 
自己評価 

事業を通じて組織活動が持続的に発展する（と認められる）か。 

◆当施設では以下の PDCA サイクルを回すことにより、組織活動の持続的な発展に取り組んでいる。 

Plan[計画]  （１）妥当性「適切な事業の組み立て」の組織体制による重層的な決定プロセスにより、地域住 

民や芸術家等のニーズ、社会的状況及び当財団の経営状況に即した事業計画を組み立てる。 

Do[実行]   （１）妥当性「安定的かつ質の高い事業実施」の各業者や（４）創造性「人材面の資源」のネッ 

トワーク（下記「各方面とのネットワーク」も参照）と連携し、質の高い事業実施に取り組む。 

Check[評価]  来場者アンケート、事業専門委員会、出演関係者等へのヒアリング等、主催事業や施設運営に 

関して、多角的に評価・意見を収集分析する。また課内会議、係長会議、課長会議、部内連絡 

会議等、多層的な意見交換プロセスにおいて改善・反省事項を確認する。 

Action[改善] 関係する各課各係にて改善に取り組み、社内グループウェア等を通じ、改善行動の進捗を円滑・ 

確実に共有する。部署間連携を強化し、柔軟で独自性の高い事業創造に繋げていく。 

◆以下の取り組みにより、各経営資源の持続的な発展に取り組む 

■人材資源の持続的育成への取り組み 

  雇用環境の維持向上に努め、各職位に合わせた研修を計画的に実施。必要職員数に応じた職員採用を実施。 

１ 平均勤続年数：9年 11 か月、正規雇用率：R2 48.59％（当施設プロパー職員／当施設全職員） 

２ 市民人材育成 SCARTS アートコミュニケーション事業、SCARTS レクチャーシリーズ他実施 

■経営基盤の安定化への取り組み 

  貸館利用促進・集客促進（年間来場目標 120 万人）、スポンサー営業、会員数増加等に取り組むとともに、委 

託業務内容の見直しや効率的な管理による経費縮減について絶えず意識し、コストダウンを図っていく。 

１ 収支の推移 【当期一般正味財産増減額】H29 △4,752 万円 | H30 8,951 万円 | R2 11,456 万円 

２ 市からの補助【指定管理費＋補助金】  H29 200,843 万円 | H30 282,084 万円 | R2 270,479 万円 

３ 資金の推移 【一般正味財産期末残高】 H29  47,932 万円 | H30 56,884 万円 | R2 61,699 万円 

４ 施設会員制度 市民交流プラザメンバーズ制度（令和 3 年 3月 31 日現在会員数 28,856） 

５ スポンサー制度 主催事業の充実に向け運営 法人：105 社、個人：81 人（R3 4 月現在） 

■各方面とのネットワーク形成への取り組み 

１ 劇場・音楽堂等とのネットワークの構築・強化 

（１） 共同制作、事業提携、実証実験の共同実施等による劇場・音楽堂等との連携 

新国立劇場、東京文化会館、神奈川県民ホール、愛知県芸術劇場、びわ湖ホール等と連携 

（２） 連絡協議会等ネットワークや研修会への参加、講師の派遣等 

・全国公立文化施設協会、公共劇場舞台技術者連絡会、劇場・音楽堂等連絡協議会等 

・（一財）地域創造への継続的な職員派遣及び同財団の主催する研修への継続的な参加 

２ 教育機関（大学等）との連携（インターン受け入れ、講師の招聘等）によるネットワークの形成状況 

芸術系学部を有する地元３大学との連携協定に基づく協力の他、北海道大学 Co-STEP との連携等 

３ 地元メディアとの連携 

北海道テレビ放送（配信事業）、北海道新聞（取材等）との連携。 

■安全快適な施設設備の維持と改善の取り組み 

１ 清掃等の日常業務、舞台設備等管理を含む設備保守点検業務により、安全かつ快適な施設・設備を維持 

２ 令和 2～6年度の指定管理者として管理業務方針を定める「管理業務計画書」により計画的に実施 



 


